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第 11 回県政インターネットモニターアンケート集計結果

東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技開催に関するアンケート

「ヤングケアラー」に関する意識調査

身近な河川の「川づくり」に関する意識調査

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、合計が

100％にならない場合がある。

○ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技開催に関するアンケート

東京 2020 オリンピック・パラリンピックの自転車競技（ロードレース、トラック・

レース、マウンテンバイク）が静岡県で開催され、県民の皆様の多大な御協力により、

大きな事件・事故なく開催することができました。

また、東京 2020 オリンピック・パラリンピックでは、静岡県にゆかりのある選手

からメダリストが 15 名出るなど活躍が目立ちました。

そこで、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の感動を活かし、開催

後のレガシー（受け継がれていく遺産）として残していきたいと考えております。

今後の取組の参考とさせていただきたいので、アンケートに御協力ください。

○ 「ヤングケアラー」に関する意識調査

「ヤングケアラー」に関する県民意識について把握し、今後の普及啓発等について

検討する上で参考にさせていただくため、アンケートに御協力ください。

※このアンケート調査では、「ヤングケアラー」を「年齢や成長の度合いに見合わ

ない重い責任や負担を背負って、本来、大人が担うような介護（障がい・病気・精神

疾患のある保護者や祖父母の介護など）や世話（年下のきょうだいの世話など）をす

ることで、自らの育ちや教育に影響を及ぼしている 18 歳未満の子ども」と定義しま

す。

○ 身近な河川の「川づくり」に関する意識調査

県では、総合計画の分野別計画であり、社会資本整備の方向性を定める「美しい“ふ

じのくに”インフラビジョン」（H30～R３）の実現に向けて、河川整備を進めていま

す。県民の皆様が必要としている河川整備に関するニーズや整備の効果に関する認知

度を把握し、河川整備基本方針・整備計画に反映するため、アンケートに御協力をお

願いします。
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回答者数： 657 人（回答率：85.7％）

カテゴリー名 回答者数 ％

性

別

男性 297 45.2%

女性 359 54.6%

その他 1 0.2%

年

代

10 代 9 1.4%

20 代 24 3.7%

30 代 87 13.2%

40 代 151 23.0%

50 代 158 24.0%

60 代 114 17.4%

70 代 91 13.9%

80 代 23 3.5%

90 代 0 0.0%

住

所

賀茂 10 1.5%

東部 206 31.4%

中部 238 36.2%

西部 202 30.7%

県外 1 0.2%

職

業

自営業 39 5.9%

会社員 220 33.5%

公務員 13 2.0%

パート・内職従事者 125 19.0%

学生 17 2.6%

無職 214 32.6%

その他 29 4.4%
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○ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技開催に関するアンケート

問１ あなたは、静岡県で東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技（ロ

ードレース、トラック・レース、マウンテンバイク）が開催されたことを知って

いますか。（回答数は１つ）

１　知っている
97.0%

２　知らない
3.0%

ｎ＝657（回答数１）
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問２ あなたは、東京 2020 オリンピック・パラリンピックがコロナ禍の下で開催さ

れたことについてどのように感じましたか。（回答数は１つ）



5

問３ あなたは、自転車競技（トラック・レース、マウンテンバイク、ロードレース、

ＢＭＸ※）に興味はありますか。（回答数は１つ）

※ＢＭＸ（バイシクル・モトクロス）とは 20 インチの自転車に乗って、8人がゲー

トから一斉にスタートし、300～400m を走行してゴール順を競うレーシングと、

様々な形のセクションが設けられたパークの中で、規定時間内にトリックと呼ばれ

る技の難易度や完成度等を競うフリースタイルパークの２つの種目があります。

１　ある
36.1%

２　ない
63.9%

ｎ＝657（回答数１）
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問４ あなたは、東京 2020 オリンピック・パラリンピックをどのような方法で観戦

しましたか。（複数回答可）
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問５ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技については、オリンピッ

クのロードに４名、トラック・レースが６名、マウンテンバイクが２名、ＢＭＸ

が４名の計 16 名、パラリンピックで４名の合計 20 名の選手が出場しました。

あなたは自転車競技日本代表選手をどの程度御存知ですか。（回答数は１つ）

問５－２ 東京 2020 オリンピック競技大会に 32 名、東京パラリンピック競技大会に

15 名の静岡県にゆかりのある選手が出場しました。あなたは静岡県にゆか

りのある選手をどの程度御存知ですか。（回答数は１つ）

１　ほとんど
知っている
0.6%

２　何人かは
知っている
33.8%

３　全く知らない
65.6%

ｎ＝657（回答数１）

１　ほとんど
知っている
2.4%

２　何人かは
知っている
56.5%

３　全く知らない
41.1%

ｎ＝657（回答数１）
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問６ 本大会開催前には全国を聖火リレーが巡りました。あなたは静岡県内の聖火リ

レーについてどのように観覧しましたか。（複数回答可）
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問７ 静岡県では、規模を縮小して県内２カ所（御殿場市会場：県民限定、裾野市会

場：市民限定）で東京 2020 ライブサイト※を開催しましたが、あなたはライブ

サイトに行きましたか。（回答数は１つ）

※東京 2020 ライブサイトとは、大会組織委員会・県・開催市の共催で、競技会場以

外で大型スクリーンを使用した競技中継、ステージイベント、競技体験、公式ライ

センス商品の販売等を通して大会を経験できる場所のこと。入場無料。

１　行った
0.5%

２　行きたかっ
たが、新型コロ
ナウイルスの感
染が心配でや

めた
4.6%

３　行きたかっ
たが、行く予定
の会場が中止
になった
1.7%

４　行かなかっ
た
91.9%

５　その他
1.4%

ｎ＝657（回答数１）
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問８ 県内各地で実施された事前キャンプ※に、あなたは何か関わりましたか。（複

数回答可）

※事前キャンプとは各国のオリンピック委員会やパラリンピック委員会、競技団体等

が大会前に時差や気候に順応するため、日本国内で実施するトレーニングキャンプ

のこと
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問９ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催が静岡県に与える効果やレガシ

ー（受け継がれていく遺産）として、あなたが期待していることは何ですか。（複

数回答可）
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問 10 あなたはパラスポーツ（ボッチャ、パラサイクリング、車いすラグビー等、

障害のある人のために考案されたスポーツ）を体験したことがありますか。（回

答数は１つ）

１　体験したこと
がある
6.8%

２　体験したこと
はないが、興味
があるので機会
があったら体験
したいと思う
49.0%

３　興味がない
42.2%

４　その他
2.0%

ｎ＝657（回答数１）
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問 11 県では自転車競技やパラスポーツ等の情報を積極的に発信していきます。ど

のような手段が最も効果的だと思いますか。（複数回答可）
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問 12 あなたは、東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催後どのような気持ち

になりましたか。（複数回答可）

問 13 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催（新型コロナ

ウイルス感染症対策を含む）、県内のオリンピック・パラリンピックの盛り上が

りについて御意見などがありましたら、御自由にお書きください。（500 字以内）

担当課 スポーツ・文化観光部スポーツ局

オリンピック・パラリンピック推進課

ＴＥＬ 054-221-3657

ＦＡＸ 054-221-2980

メール olypara@pref.shizuoka.lg.jp
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○「ヤングケアラー」に関する意識調査

問１ あなたは「ヤングケアラー」という言葉を聞いたことがありますか。（回答数

は１つ）

問２ あなたは「ヤングケアラー」だと思う子どもを見たことがありますか。（回答

数は１つ）

１　聞いたこと
があり内容を
知っている
55.9%

２　聞いたこと
があるが内容
は知らない
15.4%

３　聞いたこと
がない
28.8%

ｎ＝657（回答数１）

１　ある
11.1%

２　ない
88.9%

ｎ＝657（回答数１）
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問３ 「ヤングケアラー」が行うケア（介護や世話）はどのようなものだと思います

か。（複数回答可）
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問４ 「ヤングケアラー」に対する支援として社会全体に期待することは何ですか。

（複数回答可）
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問５ ヤングケアラーについて、御意見等がありましたら、御自由にお書きください。

（500 字以内）

担当課 健康福祉部こども未来局こども家庭課

ＴＥＬ 054-221-2307

ＦＡＸ 054-221-3521

メール kokatei@pref.shizuoka.lg.jp
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○身近な河川の「川づくり」に関する意識調査

問１ 近年、河川を介した「地域づくり」、「人づくり」にかかわる様々な活動が各地

で行われるようになり、河川が地域コミュニティを形成するツールの 1つとして

位置づけられてきていることが注目されています。

県では、「治水」「利水」「環境」の調和のとれた「川づくり」を、地域との連

携を図りながら進めていますが、あなたが今後、河川に望むこと、期待すること

は何ですか。（複数回答可）
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問２ 県では、洪水や高潮等から県民の生命・財産を守るため、堤防や護岸工事など

の治水事業を順次進めてきました。近年では、この「治水」に加え、河川の「環

境」に配慮した「多自然川づくり」を推進し、周辺環境に配慮した護岸ブロック

の活用や、瀬と淵の保全・創出、水際部の多様性に配慮するなど、魚類や鳥類、

植物などの生息環境への保全・創出に努めてきました。

あなたは、このような近年の「多自然川づくり」に対してどのような感想をお

持ちですか。（回答数は１つ）

１　評価できる
し、今後も継続
して実施してほ

しい
49.9%

２　評価できる
が、もっと努力
や工夫をしてほ

しい
31.8%

３　評価できな
い
2.7%

４　わからない
15.5%

ｎ＝657（回答数１）
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問２－２ 問２で選択肢２又は３を選択された方に伺います。なぜそのようにお考え

ですか。（回答数は１つ）

１　植生が回復
していないから

13.2%

２　魚などの生
息が増えていな

いから
23.3%

３　堤防や護岸
に草が増え、除
草が大変になっ

たから
28.2%

４　隣接箇所で
異なった形式の
護岸が連なり、
統一性がない

から
15.9%

５　わからない
5.3%

６　その他
14.1%

ｎ＝227（回答数１）
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問３ 県では、地域住民の河川への関心・協力なくして、より良い「川づくり」の実

現は難しいと考えています。このため、「川づくり」を進めていく上で、日頃か

ら最も近くで川と接している地域の方々の意見を反映するために、ワークショッ

プを開催するなど、計画段階から様々な形で地域の意見を取り入れるように努め

てきました。

このような県の取組に対して、あなたの考えに最も近いものをお選びください。

（回答数は１つ）

１　今後も継続
してほしい
60.6%

２　もっと地域
の意見を取り入
れてほしい
20.7%

３　地域の意見
を取り入れてい
るとは思えない

7.2%

４　地域の意見
を取り入れる必
要はない
0.9%

５　わからない
8.8%

６　その他
1.8%

ｎ＝657（回答数１）
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問４ 県では、「川づくり」を進めていく上で、地域の声を反映するにあたり、住民

アンケート調査やワークショップ等を行ってきました。

あなたは、県が地域の方々の意見をお聴きするにあたり、今後どのような手法

を実施したらよいと思いますか。（複数回答可）
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問５ 県では、今後おおむね 20 年間に実施する「治水」、「利水」、「環境」、「地域と

の連携」に関する具体的な「川づくり」の内容を示した「河川整備計画」を順次

策定しています。その計画策定段階で、日頃から川と接する機会の多い流域住民

の方々を対象としたアンケート調査を実施し、意見を反映するよう努めています。

あなたは、県が実施するアンケート調査に対して、最も答えやすい（実施して

ほしい）と考える手法は何ですか。（回答数は１つ）

１　返信用封筒
を同封した書面
によるアンケー
ト調査
26.0%

２　インターネッ
トを介したホー
ムページによる
アンケート調査

47.9%

３　ショッピング
モール等、街頭
でのアンケート

調査
7.0%

４　SNS（ソー
シャルネット
ワーキングサー
ビス）を活用し
たアンケート調

査
11.6%

５　特にない
1.7%

６　わからない
3.8%

７　その他
2.0%

ｎ＝657（回答数１）
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問６ 近年、河川流域の美化活動や環境学習など、地域住民による交流・連携活動が

様々な形で行われていますが、あなたは今後、このような活動に参加したいと思

いますか。（回答数は１つ）

１　積極的に参
加したい
11.1%

２　どちらかとい
えば参加したい

49.8%３　どちらかとい
えば参加したく

ない
12.2%

４　参加したくな
い
5.3%

５　参加できな
い
8.5%

６　わからない
13.1%

ｎ＝657（回答数１）
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問７ 近年、川は、地域住民に憩いと安らぎを与える空間であるとともに、ウォーキ

ングに代表される健康増進の空間、世代を超えた人々の交流が図られるコミュニ

ティとしての空間、身近に自然を体感できる空間などとして注目されています。

このように、常に住民に親しまれる河川空間であり続けるためには、行政のみ

ならず、川と接する機会の多い、流域で生活される地域住民の方々の「川づくり」

に対する理解と協力が必要不可欠だと考えています。

あなたは、「川づくり」に対する地域住民の理解と協力について、どのように

お考えですか。（回答数は１つ）

１　理解できる
し、協力もした

い
68.3%２　理解できる

が、協力したく
ない
15.4%

３　理解できな
いが、協力はし

たい
2.0%

４　理解できな
いし、協力もし
たくない
0.6%

５　わからない
13.7%

ｎ＝657（回答数１）
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問７－２ 問７で選択肢１から４を選択された方に伺います。その理由は何ですか。

（回答数は１つ）

問８ 県では、自治会等で行われている堤防除草等の河川維持活動に対して「リバー

フレンドシップ」という助成制度を設けています。この制度は、県、市、地域の

３者が「リバーフレンド」として同意書を交わし、県や市町が地域の河川愛護活

動などに対して助成を行う制度です。

あなたはこの制度をご存じですか。（回答数は１つ）

１　地域が主体
的に「川づくり」
を行う必要があ

るから
16.0%

２　地域と行政
が連携して「川
づくり」を行う必
要があるから
72.5%

３　行政が主体
的に「川づくり」
を行う必要があ

るから
9.2%

４　その他
2.3%

ｎ＝567（回答数１）

１　制度がある
ことを知ってお
り、できるだけ
活用したい
5.6%

２　制度がある
ことは知ってい
るが、活用の予
定はない
6.5%

３　制度がある
ことは知らない
が、できるだけ
活用したい
43.1%

４　制度がある
ことは知らない
し、活用の予定

もない
44.7%

ｎ＝657（回答数１）
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問９ 身近な川を美しく保つため、川や堤防のゴミ掃除、草刈などの作業について、

重要なことは何だと考えますか。（回答数は３つまで）
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問 10 「外来生物法」の施行以降、川本来の生態系を脅かす外来種や移入種（ブル

ーギル等）の広がりが注目されています。あなたは、最寄りの河川に生息する

動植物についてどのようにお考えですか。（回答数は１つ）
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問 11 今後、身近な川について河川環境に配慮した整備を行う時に、あなたが特に

気にかけてほしいことを教えて下さい。（複数回答可）
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問 12 身近な川の洪水や流域内の浸水などによる水害を防止するための施設として、

今後はどのような対策（ハード対策）に力を入れていくべきだと考えますか。（回

答数は１つ）
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問 13 近年の豪雨による甚大な被害を受けて、「施設の能力には限界があり、施設で

は防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」と意識を変革し、社会全体で洪水

に備えることが必要になっています。それに伴い、河川管理者が実施する河川

改修などの「ハード対策」に加え、県民の皆様自らが生命・財産を守るために

活用する洪水ハザードマップなどの「ソフト対策」の重要性が高まってきてい

ます。

あなたは、この「ソフト対策」をどのようにお考えですか。（回答数は１つ）

１　非常に重要
であり、今後も
充実すべきであ

る
60.3%

２　重要な対策
ではあるが、
ハード対策を優
先すべきである

19.2%

３　それほど重
要とは思えない
ので、ハード対
策を優先すべき

である
1.8%

４　ソフト対策と
ハード対策の両
方をバランスよ
く実施すべきで

ある
15.4%

５　わからない
3.3%

ｎ＝657（回答数１）
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問 14 ソフト対策には以下のようなものがありますが、あなたが効果がある・重要

であると思う施策を次のうちから選んでください。（複数回答可）
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問 15 近年の局地的な集中豪雨では、河川の大きさなどの規模にかかわらず、周囲

と比べて低地や窪地となる箇所で地形的な要因により家屋が浸水する被害が増

えています。県では、こうした浸水がたびたび発生している区域の被害を踏ま

え、関係市町と連携して、個人のお宅などに雨水を貯留又は浸透する施設（各

戸貯留・浸透施設）整備を促進するなど、総合的な雨水排水対策を検討してい

ます。

あなたは、このような行政の取組について興味・関心がありますか。（回答数

は１つ）

１　各戸貯留・
浸透という考え
方に興味・関心
がある
62.4%

２　各戸貯留・
浸透という考え
方に興味・関心
はない
11.1%

３　わからない
26.5%

ｎ＝657（回答数１）



35

問 15－２ 問 15 で選択肢１又は２を選択された方に伺います。各戸貯留・浸透施設

を活用したいと思いますか。（回答数は１つ）

問16 県では、防災情報発信サイト「サイポスレーダー」（http://sipos.pref.shizuoka.jp/）

により、国土交通省及び県が管理する各観測所の雨量や水位情報等を提供して

いますが、あなたは、このことをご存じですか。（回答数は１つ）

１　活用したい
14.3%

２　負担額が少
なければ活用し

たい
58.8%

３　負担額があ
れば活用しない

15.1%

４　負担額の有
無にかかわら
ず活用しない

7.9%

５　その他
3.9%

ｎ＝483（回答数１）

１　知っていて、
活用したことも

ある
18.4%

２　知っている
が、活用したこ
とはない
19.2%

３　知らない
62.4%

ｎ＝657（回答数１）



36

問 16－２ 問 16 で選択肢１を選択された方に伺います。あなたは主にどのような目

的でサイポスレーダーを利用されましたか。（回答数は１つ）

問 17 近年の豪雨災害において、流域住民の方々の避難行動の促進や防災意識の向

上を目的に、河川が氾濫した場合に想定される浸水範囲と想定浸水深、避難場

所などを示した「洪水ハザードマップ」の重要性が高まっています。

あなたは、この洪水ハザードマップをご存じですか。（回答数は１つ）

１　過去又は現
在の降雨状況
の把握
55.4%

２　天気予報の
把握
14.0%

３　台風の進路
情報の把握
14.9%

４　注意報、警
報の発令状況
の把握
13.2%

５　その他
2.5%

ｎ＝121（回答数１）

１　知っている
し、洪水ハザー
ドマップの意味
も理解している

60.6%

２　知っている
が、洪水ハザー
ドマップの意味
はあまり理解し
ていない
23.9%

３　知らない
15.5%

ｎ＝657（回答数１）



37

問 18 身近な川の氾濫などによる万一の水害に備えて、個人や家族で日頃から心が

けていることはありますか。（複数回答可）



38

問 19 「洪水ハザードマップ」は、配布されても、その重要性が認識されないまま、

有事の際に役に立たなかったという事例も少なくありません。そこで、最近で

は、「洪水ハザードマップ」を活用した防災訓練の実施など、市町による配布後

のフォローアップが重要視されています。

あなたは、洪水ハザードマップを活用した防災訓練や災害図上訓練などが実

施された場合、参加されますか。（回答数は１つ）

１　参加したい
19.8%

２　どちらかとい
えば参加したい

50.8%

３　どちらかとい
えば参加したく

ない
9.6%

４　参加しない
7.6%

５　わからない
12.2%

ｎ＝657（回答数１）



39

問 19－２ 問 19 で選択肢３又は４を選択された方に伺います。なぜそのようにお考

えですか。（回答数は１つ）



40

問 20 令和２年度から交通基盤部河川砂防局では、逃げ遅れゼロのための取組とし

て水害リスク情報の共有や、避難に役立つ情報等の発信として若手職員が中心

となって「防災講座」を作成し、YouTube で配信を行っています。

あなたは、このことをご存じでしたか。（回答数は１つ）

※河川砂防局の YouTube 動画（初回）はリンク先から御覧いただけます。

（https://youtu.be/zC1acGtU_IE）

１　知っており、
視聴したことが

ある
2.1%

２　知っている
が、視聴したこ
とはない
8.1%

３　知らなかっ
た
89.8%

ｎ＝657（回答数１）



41

問 20－２ 問 20 で選択肢１又は２を選択された方に伺います。あなたは動画をどこ

で知りましたか。（回答数は１つ）

問 21 河川の「川づくり」について、御意見等がありましたら、御自由にお書きく

ださい。（500 字以内）

担当課 交通基盤部河川砂防局河川企画課

ＴＥＬ 054-221-3038

ＦＡＸ 054-221-3260

メール kasenki@pref.shizuoka.lg.jp

１　河川砂防局
ホームページ
31.3%

２　YouTubeの
静岡どぼくらぶ
チャンネルから

10.4%

３　YouTube静
岡県の公式
チャンネルから

32.8%

４　静岡県職員
から紹介された

1.5%

５　「防災講座」
等、関係のある
言葉をインター
ネットや

YouTubeで検索
して知った
17.9%

６　その他
6.0%

ｎ＝67（回答数１）


